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9. 研究実績の概要

フォトクロミック分子を基盤としたOLED用発光材料の開発に向けて、その基盤となる高効率光反応材料の開発に取り組んだ。特に非可
逆な光反応を可能とするターアリーレンおよびジアリールエテン骨格をベースに、その高反応活性化を系統的に推進した。種々の骨格
を検討した結果、分子骨格に弱いCT相互作用に相当する非対称性を導入することで時アリールエテンにおいても高い反応性が実現可能
であることを明らかにした。さらにこの考え方を発展させてターアリーレンにおいても非対称構造を制御することにより高反応活性が
実現することを見いだした。また、反応活性中心に適切な置換基を導入することで光反応に置換基の反応が自発的に進行し非可逆に蛍
光発光分子が形成される現象を見いだした。これはOLEDへの展開に向けて重要な知見となった。特に、様々な分子修飾ユニットの導入
によりカラーチューニングが可能であることを見いだした。
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